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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本論文では、トマス・ハーディの主要５小説にみられる美術評論家ジョン・ラスキンと
風景画家ジョゼフ・M・W・ターナーの視覚技法の影響について考察する。  
 
１．先行研究 
ハーディの視覚的技法についての代表的研究として J.B. Bullen,の The Expressive 
Eye : Fiction and Perception in the Work of Thomas Hardy（1986）及び、視覚技法の構
造を分析した Sheila Berger の Thomas Hardy and Visual Structure: Framing, 
Disruption, Process（1990）が挙げられる。ハーディの視覚技法については、主に
pictorialism（映像化）についてであり、美術歴史家、Alistair Smart や Joan Grundy は
ハーディが作品の中にたびたび登場させるヨーロッパの画家や絵画、また、絵画の専門用
語を挙げて、これらを絵画的手法とみなす。ブレンは、中心の手法は闇と光を挙げている
が、肖像画的手法も含め、取り上げている視覚技法は多岐にわたる。その結果、ハーディ
の作品に共通してみられる特徴的で中核をなす視覚技法の存在や全体像が見えない。  
Sheila Berger は図象学の観点から印象（impression）が組み立て（framing）と崩壊
（disruption）のプロセスの認識から生まれると見なし、そこにパターンの存在を認める。
ハーディ作品の視覚技法の印象、認識に至る構造の仕組み解明の試みである。これらの研
究は、ブレンはハーディの作品の視覚技法の分析を、バーガーはハーディの視覚技法によ
る印象構築の仕組みを体系的に解明した点で評価される。 
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しかし、視覚技法が結果として生み出す印象、すなわち、ハーディの指摘する作品に見
られる特徴と視覚技法との関係性については解明されていない。批評家はハーディ作品の
視覚技法について、美術批評家 John Ruskin やイギリスの風景画家 Joseph M.W. Turner
の影響を挙げるが、具体的な影響についての言及は乏しい。本研究では、ハーディの書簡
や伝記、作品の序文などに見られるハーディの絵画や文学についての考え方を出発点とし、
ターナーの作品、ラスキンの『近代画家論』における絵画論の思想的、手法的背景がどの
ような影響をハーディへ及ぼしているか、との観点からハーディの視覚技法を検討した。  
２．ラスキンとターナーの影響 
ターナーは風景画から伝統的肖像画、歴史的出来事や人物を扱った絵画などのあらゆる
手法を取り入れ、独自の絵画手法を確立した。彼の絵は作品ごとに印象や効果は異なるが、
そこに共通するのは、闇と光の存在であり、思想性である。ハーディのターナーの絵画へ
の言及は、これらを意識したものである。ハーディ自身伝記的著書 The Early Life of 
Thomas Hardy 1840—1891 や The Later Years of Thomas Hardy 1892—1928 の中で、
自己の芸術が画家の手法を取り入れたものであり、特にターナーの光が物を変化させてみ
せることに共感しそれが自身の目指すところであると述べている。ターナーの表現の対象、
視覚技法の両方において評価していることがわかる。 
ラスキンの『近代画家論』の影響はハーディのターナーについての言及から認められる。
絵画や色彩の思想性を確立した点でターナーに勝る画家はいないと論じたラスキンの影響
の大きさは、ハーディの作品の視点や用いられている視覚技法からも明らかである。ラス
キンは絵画も言語による文学も目指すところは画家、作家の視点、思想、すなわち‛真実’
を印象として鑑賞者や読者に伝えることであるとし、これを伝える絵画手法としてキアロ
スクーロ、特に光と影の扱いが重要であるとする。ハーディのターナーの光の効果につい
ての言及からも、彼が視覚技法の中心はキアロスクーロであるとみなしていたことがわか
る。ハーディが現実描写から浮かび上がる特徴と見なす事柄（本質、思想）、自分の印象を
読者に伝えようと、キアロスクーロや色彩を焦点化するべく構築しているのではないかと
の結論に至った。 
３．主要５作品に見られる視覚技法：キアロスクーロ及び色彩 
ハーディは、英国南部のドーセット地方を物語の舞台とし、背景となる時代、場所、人
物、出来事はそれぞれ異なるが、その地に住む人間と自然、社会、時代、また人間性につ
いての多様な物語を展開することにより、人間を取り巻く様々な普遍的問題を取り上げ、
彼自身の視点からこれらを浮き彫りにしている。その際、ハーディはターナー的視覚技法
を文学手法として用い、彼自身のその時々の主観的見解として自身の思想の提示を試みた
と思われる。これを検証すべく、主要 5 小説、『帰郷』『カースタブリッジの町長』『ダー
バヴィル家のテス』『日陰者ジュード』『恋の霊』の視覚技法、キアロスクーロと色彩の構
成を中心に、作品に見られるこれらのパターンと印象との相関関係を分析した。  
その結果、いずれの作品にも光と闇の存在が認められ、これが作品の展開や人物の状況
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を含めて重要な役割を持つことが分かった。これらの作品は、登場人物や物語の展開、ま
た語りの手法などが異なり、一見異質の作品であるかのような印象であるが、個々の作品
の中では光と闇、色調や色彩はそれぞれ異なった役割を持ち異なった印象と結びつく。タ
ーナーの絵画同様、ハーディの作品ではキアロスクーや色彩が彼の視点、思想の表現手段
としての視覚技法であると結論づけられる。  
最初の主要作品『帰郷』では闇と光の対比により物語が進行する。物語の舞台はエグド
ンの荒野である。自然界の昼と夜の交替の様子からエグドンの闇の世界をも支配する自然
の壮大さ、脅威と、そこに住む人間の存在が示される。暗闇の中人々は集まり、光を求め
て火を焚き、闇を照らす。火の光は物を歪んで映し出す。また月の光は、すべてを実際と
異なる素晴らしい物に見せる。都会にあこがれ荒野を嫌うユーステシアと自然と共存する
トマシンとの自然との関係がこの二人を異なった運命へと導く。ユーステシアは都会、す
なわち文明への脱出を試みる。闇の中、火の光や月の光の影響のもと、ワイルデーヴと都
会への脱出を決行するが、エグドンの荒野の嵐の中、川でおぼれ命を落とす。クリムが自
然と親しむにつれ、自然界が色彩を帯びる。  
この作品での闇と光の対比と物語の展開は、自然と人間の対比、すなわち自然の圧倒的
力、その自然と共存する人間の姿を、そしてユーテシアの死は、人間の生み出す文明のは
かなさを特徴として浮かび上がらせる。自然界の代赭石が生み出す赤で全身が染まってい
るヴェンの闇をも物ともしない強烈な色は、自然と人間の関わり方とその強さを示す。こ
の作品では主として闇と光の対比及び赤の色彩がみられ、それらのパターンの繰り返しが、
自然と人間の在り方についての独特の視点を提示している。  
『カースタブリッジの町長』では、光に包まれるあるいは光が伴う、スコットランド出
身のファーフレーと、酔った勢いで妻を売り渡し、その後町長になった、火のような激し
い性格と黒さで印象づけられる容貌のヘンチャードに光と闇の対比の主たる構図が認めら
れる。二人の対照的容貌に加え、合理的で新しい手法の農業を行うファーフレーは常に光
を伴い旧式の手法と激しい性格のヘンチャードは暗さを伴う。キアロスクーロや二人に付
随する物などの色彩の変化が社会的、経済的変化と連動する。  
『ダーバヴィル家のテス』では闇と光の対比はテスの状況を表す。精神的苦しみと苦し
みからの解放と連動する。さらに、作品を通し白が基調色であり、自己の意思に忠実に生
きるテスを印象づけ、白のグラデーションは彼女の状況の変化を示す。赤は血、テスの唇、
テスのリボン等を表すが、冒頭のプリンスの血から最後のアレックの血が天井ににじむま
で、テスを運命づける色である。時代のモラルに翻弄されながらも自身の生き方を貫くテ
スの生きざまを中心にキアロスクーロと色彩が構成されている。  
『日陰者ジュード』では闇の色調のグラデーションの広がりが支配的である。かすかに
見える光はジュードにとっての神学の中心地、クライストミンスターである。またいとこ
のスーである。現実にはその地で見るのは暗さである。スーは異端とされるギリシャの神
の像に魅かれて購入するがこれらの像は光を受ける。この状況は暗さのなかの形骸化した
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社会や制度と対比される。その光は現実の暗さに押しつぶされる。アラベラは闇の中の酒
場の賑わいから、ジュードが死の床にある時、光を受け、色彩あふれる記念祭の賑わいを
見に出かける。語りの多くの部分がジュードを中心とした視点からの直接話法、間接話法、
自由間接話法から構成され、ジュードの発言に見られる暗さを示す表現が、光に対し暗さ
が支配的な印象を与える。時代の空気、先がはっきりと見えない薄暗い状況とそこに生き
る人々はまさに‘obscure’ 薄暗さであらわされる。 
『恋の霊』では、スリンガー島出身の彫刻家青年ピアストンの 20 歳から 60 歳代に至る
まで理想の女性を探し求める物語である。彼の求める女性は髪の色と目の色で表現され、
物質的、肉体的存在としてではなく、実体のない霊的、精神的存在と印象づけられる。背
景はスリンガー島とロンドンであり、夜の闇と燈台やランプの光、月の光と太陽の光の対
比の中で物語が進行し、ロンドンの社交界で女性の着ている服の色彩がきっかけとなり、
スリンガー島やアヴィシーが彼の脳裏を支配する。60 歳代では、灰色が背景、彼の容貌の
色となり、朝の光は月の光の下では隠せた老いを白日の下にさらし、彼は鏡に映る自分の
姿に愕然とする。結婚に至るマーシャも昼の光の下、覆いを取った姿は年老い、容貌は灰
色である。光と闇、そして色彩が物語を進行させる。最後、幻を追い続けた彼は現実を受
け入れた時、芸術に対する関心も失う。芸術家の美の追求、人間の理想の追求と現実がキ
アロスクーロと色彩であらわされる。  
４．結論 
今回分析したすべての作品で光と闇、キアロスクーロと色彩が視覚手法として存在し、
それが作品のモチーフとなるなど重要な役割を果す。キアロスクーロと色彩の組み合わせ、
また色彩や色調の用法などにもそれぞれ作品ごとに特徴があり異なった印象を構築してい
る。ラスキンが評価し、ターナーの特徴である視覚技法、キアロスクーロと色彩が、それ
ぞれ特定の考えや思想を印象として収斂し、それらの相互作用が作品全体の印象を生み出
す。ハーディの主要５作品において、キアロスクーロや色彩は作品ごとに異なったパター
ンで構成されているが、いずれもテーマを前景化している。ここにターナーの絵画におけ
る手法と相通ずるものがみられる。従って、キアロスクーロと色彩がハーディの視覚技法
の中核をなすといえよう。 
 
 
論文審査並びに最終試験の要旨 
 
 本論文は、イギリス・ヴィクトリア朝の後期から２０世紀の初頭にかけて活躍した小説
家・詩人であるトマス・ハーディ（Thomas Hardy, 1840-1928）の主要小説５作を取り上
げ、それらの小説に見られる重要な特徴として視覚的技法の存在を指摘し、その意味を考
察した研究である。本論文は、まずハーディの視覚的技法はイギリス・ヴィトリア朝の有
力な美術批評家ジョン・ラスキン(John Ruskin)の芸術論とこのラスキンが称賛したイギ
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リス人画家ターナー(J.M.W. Turner)の絵画論から大きな影響を受けていることを検証す
る。そのうえで、ハーディがラスキンとターナーから学んだキアロスクーロ（明暗法）お
よび色彩描写を中心とする表現技法を自らの小説作品において活用し発展させて、ハーデ
ィ独自の視覚的技法を創造したことを明らかにする。  
 本論文は英語で書かれ、その全体は、目次、序論、７つの章、結論、註、参考文献から
構成されており、総ページ数は A4 判用紙にて２２０ページとなり、日本語の４００字詰
め原稿用紙に換算すればおよそ８００枚からなる大部の論文である。 
 
 論者は、ハーディ小説についての従来の研究にあっては、視覚的特徴を指摘する研究は
見られるものの、この視覚的技法がハーディの小説創造の原理とどのように結びついてい
るかについては、必ずしも明らかにされていないと主張する（序論）。 
第 1 章では、ハーディ小説に窺うことのできるヨーロッパ絵画作品との相互関係の研究、
色彩描写の存在の指摘、視覚的描写の特徴の分析等々、先行研究者たちによる視覚的表現
に関する研究の状況を紹介し、それぞれの研究の特質とその問題点を指摘する。論者によ
れば、ハーディの視覚的技法についての研究は、ハーディ小説の中核を解明するものでな
ければならないという。 
第２章では、ハーディの視覚的技法がハーディ小説の創造原理の中核を形成しているこ
とを明らかにするために、ラスキンの芸術論とターナーの絵画観に注目し、これらの批評
家・芸術家とハーディが深い関係にあることを検証する。ラスキンは、『近代画家論』
(Modern Painters, 1843-60)において、ターナーの絵画を考察することで自らの芸術観を
明らかにしたが、論者は、この著作を綿密に検討し、画家の洞察や思想についての「真実」
を「印象」として捉え表現しようとするラスキンの芸術姿勢を読み解き、この芸術創造に
関わる原理こそ、ハーディの小説作品に貫かれている姿勢であると主張する。ラスキンか
らの影響あるいはラスキンの芸術観との呼応関係を検証するために、ハーディの自伝的著
作（フロレンス・エミリー・ハーディ編著『トマス・ハーディの前半生』（1928）と『ト
マス・ハーディの晩年』（1930））とハーディが主要小説作品に自ら付けた序文を読解し、
ハーディの文学論とラスキンの芸術論を比較対照させ、相互関係を明らかにしている。  
 第３章からは、ハーディの主要小説５作を取りあげ、それぞれの作品においてラスキン
とターナーから学んだキアロスクーロと色彩描写を中心とする視覚的表現技法がいかに活
用され実践されているかを明らかにしている。 
 第３章の『帰郷』（The Return of the Native, 1878）論では、エグドン荒野の夜に代表
される「闇」と昼間や火に代表される「光」との対比が、自然と文明との対立を表象し、
トマシンとユーステイシアに代表される登場人物たちの運命はこの対立・対比関係の中で
描かれるという。キアロスクーロに基づいた技法が、単なる技法に留まらず、世界におけ
る自然と人間のあり方とその相互関係を問うハーディの独特な視角を提示していることを
明らかにしている。 
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 第４章の『カースタブリッジの町長』（The Mayor of Casterbridge, 1886）では、明暗
の対比構造が、主人公たちに見られる性格、新しい文化や時代への対処の仕方、現実の世
界における地位や生活の浮き沈みなどにおけるに相違を鮮やかに描出していることを明ら
かにする。 
 第５章の『ダーバヴィル家のテス』（Tess of the D’Urbervilles, 1891）論では、基調色
として「白」を指摘し、この「白」のグラデーションが女性主人公テスの存在状況の変化
を表象していると主張する。さらに「赤」に関わるさまざまな出来事にも注目して、色彩
表現のもつ多様な意味を考察している。  
 第６章の『日陰者ジュード』（Jude the Obscure, 1895）論では、主人公ジュードを中
心とする物語空間では「黒」あるいは「グレイ」の色のグラデーションに基づく叙述が支
配的であると主張する。その中にあって、学問と神学の中心であるクライストミンスター
の町、ギリシアの神々の彫像に惹かれるスー、酒場などでの庶民生活のなかでたくましく
生きるアラベラ等に表象される「光」の存在に注目し、その意味を、時代の空気や結婚に
関わる旧い慣習に窺える「薄暗さ」との対比において考察する。  
 第７章で取り上げる『恋の霊』（The Well-Beloved, 1897）は、イギリス南西部地方の
島の出身である青年彫刻家が２０歳から６０歳に至るまで理想の女性を求める生涯を描い
た小説である。論者は、この芸術家を取り巻く郷里の島の風景とロンドンの社交生活、執
拗に幻想を追い求める芸術家生活、芸術における美の追求とその挫折、晩年における市民
生活等の叙述において、キアロスクーロと色彩描写の技法が巧みに取り入れられているこ
とを検証する。 
 結論として、ハーディの主要小説においては絵画芸術の重要な技法のひとつであるキア
ロスクーロと色彩表現という視覚的技法がそれぞれの小説のテーマを鮮やかに前景化する
機能を果たしていると述べる。ここに、ハーディにおいては、ジョン・ラスキンとターナ
ーから学んだ芸術創造の原理が小説美学として活用されていることが理解できると主張す
る。 
 
 本研究は、ハーディの特に後期の主要小説について、絵画的表現や鮮やかな視覚的描写
の存在が従来から指摘されてはいたものの、この特徴と密接な関係にあると考えられる小
説美学についての考察は必ずしも十分とは言えないという研究状況のなかで、その不備を
補う研究として位置づけることができる。論者は、ハーディのこの個性的な小説創造原理
を解き明かすために、イギリス・ヴィクトリア朝の偉大な美術史家であったジョン・ラス
キンの芸術論とイギリス画壇を代表するロマン派画家のターナーの絵画観とのあいだに親
密な影響関係および呼応関係が存在することを指摘した。この着眼点とその具体的な実証
的研究は極めて斬新で意欲的なものとして高く評価されねばならない。また、ハーディの
主要小説５作を読解して、ラスキンから学んだ視覚的技法（キアロスクーロ、グラデーシ
ョン、色彩描写）がハーディの独特な表現原理として深められ確立されているそのありよ
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うを小説テクストの綿密な読みにおいて立証したことは、本研究の優れた特徴である。さ
らに『テス』論や『ジュード』論については、色彩の描き方の分析には読み応えがあって、
独立した作品論としても優れている。  
 ただし、本論文において問題点がないわけではない。ハーディの小説論とラスキンの芸
術論との相互関係についてはより一層綿密な考察の余地が残されているように思われる。
また「印象」や「真実」などの重要なタームについても、より一層明確な概念規定が求め
られよう。第３章以降の小説作品論においては、ラスキンとターナーの芸術論が個々の小
説がもっている固有の特質の分析に必ずしも有機的に活かされていない部分がいくらか見
られるのも惜しまれる。 
 しかし、これらの点は本論文の本質的な価値を損なうものではない。  
 本論文によって、ハーディの主要小説の重要な特徴である視覚的技法について、ラスキ
ンを中心とする絵画理論との影響関係において考察することにより、ハーディの小説美学
の特質を解明することができたのは、トマス・ハーディ研究の世界への大きな貢献である。
よって本論文を、博士（文学）の学位を授与するに値する論文として判定する。  
